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はじめ に
肌;{dふ人体皮I内凶lからの排前物と外環波からの階段
などの汚れ物質を収泊して.皮膚面を凶行eに保つ役'割を
持っている。そのため.肌着はその作用を充分に発N(す
るように、肌恭白身が常に治浄て'あることを要請され.
汚れた肌飛を再生する洗濯が生活k盈要な問題とされて
きた。今日では肌着の問題は.むしろ如何に多くの汚れ
を収者できるか.逆に収着した汚れは洗濯によって知和I
にがi-ff>lじしうるかなど.汚れ物質と繊維の分チfm結合力
のような界lfi手十3主的な問題についての研究が多し、。
同時に外環境からの汚れ物質の内容.皮1I可luiからの排
池物の内容についての研究も多し、。 外環境からの汚れの
成分，;t，生活内容に左右され，Hi.々雑多な物質が含まれ
ているが.かなり詳細な分類が行われているJ}皮肉l創か
らの排ifU物の内芥も占くから衛'主予の問題として注I-lさ
れ.理解されているれその主なものは.汗に含まれる NaCI
など何々の成分.皮脱線から俳出される多{市多機な脂質
成分，J土びJ毛皮角質肝の事IJ離などによる長(1質成分であ
る。
ところで.肌着は l日にとのような成分の汚れ物質を
とeれだけ収治するのか. 日を経過すると各成分をどこま
で収若しうるのかという着ゑ一状態での肌必の汚れ物質叉'
容の問題については充分検討されていなし、そこで本研
究では‘ とくに皮府よー l副からの排ilt物に注目して.環出
ー衣服一人間システムの'11で..1'Uli'"に生じた肌治の汚
れ物質受容の実態を研究した。
一般に皮「向からの1')I'iIU.物のJUL.1'1への収治作用は.外環
境からの汚れと結びっく絞雑な場合を除いても.なお俊
雄で.たとえ成分的にモデル化することはできて も.排
社lト hlゃ皮!内長凶lからの分i必状態までは人 UI~Jに 1 11現出米
ないので， ~HIJ実験によ っ て実現しなければならない。
また肌恭の汚れ受容i止の多少は.活用H年の消ぷ条約ーに
よっても影響を受ける。その人体と肌ぷとのか、わリ合
( 1 ) 
いを分析するとつぎの要因に分かれるであろう。
環境:-$節，'J:.活範囲.ァ百i<tl数
衣服:材科の佳頬 (材質.布構造.布特性)
パターン形状(皮肉をおおう面制)
サイズ(ji'Jlk圧あるいはゆとりhl)
人間・性，i[o令， f.本作~，方11位. 作業五(
以ドの研究では問題を 2大日IJし.はじめに毎日取答え
ることを前提とした矧期泊}fj実験を学鉛jllJ.性男IJなどの
影轡を考慮して行い.つぎに老人.病人などのように.
泊附期flrJが比較的長くならざるをえない'J;支をIji徒とし
た長期必!日実験を季節別 ・サイズ日IJ(ゆとり )の影特を
巧1.&.して行ったの
I 短期着用実験
実 験計画
尖験は以 Fに;j，すフeログラムによって実地された。
1.被験者及び実験期間
被験{iは!求人男子5名及び女千5名である。実験期間
は反 (昭和48ij'7月)及び冬 (48iJ二'11-12月)て二詳細H
は炎-1にぷす如くである。なお，.1'i用時fl[JはMi1.iJi主
入浴後より翌日の夜の入浴前までの24時間jである。
2.試験布
ぷ験布は肌.¥"rにslif.jするむのとして.通常汚れの実験
に用いられているつぎの布地を選んだの
品名:納金巾
組織 :平織
f'l.さ :O.2smm 
糸密度:たて32.4本/cm，よこ27.4-f;/cm
重1J:: ll.4mg/岬
この布を糊f);:きし.十b{rしている脂質をベンゼンで州
出して用いた。
;1.試験項目
皮l舟からの汚れ物質のjー な成分として.汗の図形成分
'1主要成分である CI，皮IJ行腺から初出される皮1mに山米
-創ー 被
表-1 被験.fi及び実験i側関
?
? 'f. 
被 E金 者 昼 ~ ιー 期
Aι 性別 年令 身長 体重 月 ・日 段目玉気温 Al:低気温 気湿 月・日 最高気温 m:低気温 気泡才 Cll K9 'C 'C 。. 'C 'C % 
l 20 179 57 7. 4 32.3 22. 1 49 11.20 10.6 1.9 42 
2 22 169 62 6 32.8 24. I 49 27 16.7 4.8 48 
3 男 22 176 72 12 34.1 26.6 4 9 12. 4 6.1 2.5 41 
4 2 2 173 67 13 33. 4 26.5 51 12 1 1. 5 1.0 4 8 
5 24 160 68 18 33.5 26.2 47 14 7.6 4.6 28 
6 23 157 52 7. 9 33. 3 23.4 52 11 .23 12.7 2.4 48 
7 20 158 54 11 32.8 25. I 48 25 15.3 4.0 39 
8 女 22 164 59 18 33.5 26.2 47 12. 2 11. 1 2.8 51 
9 22 160 55 19 35.2 25.2 56 9 8.6 0.8 4 4 
10 20 158 51 20 34.5 26.5 53 1 1 9.6 2.6 49 
注:気温，気湿は大阪管区気象台詞ベ
する皮炎脂質.Jiび1<皮角f{府の新l離などによる蛋白質
に注口した。
実験は 2つに大別して行った。
ケースA:蛍1']質.脈質及びCI各成分の試験布への収
.1':( 1止を1'f部について.性耳IJ.季節別に比較する。
ケース B: 身体部位~I]の汚れから蛋内質の収務蛍を L
下身各行1-1立について.性))1].学館i別に比較する。 CI"と脂
質3)については.既に級f守されているので押i愛した。
各成分の定M'i.それぞれつぎの方法てF行ったの
CI:hl :ぷ居者布をふたH:き版に入れ.一定誌の蒸溜水を
加えて強〈保とうし.そのi夜を硝鮫銀法判!こより定むす
る。
脂質量:ぷ験布にイサ，vした脂質を. ミクロソ yクス
レーによりベンゼンで抽出し lド分子膜法制Iこより定hl
するの
蛍ピl'Cihl:ぷ験布をO.lNNaOH水浴液で熱嫡出し.
抽出i液中の針。't~訟を銅-Fohn 法61(こよリ定詰する。
4.試験布の取付け
納1ニ y ト3分納シャツを洗i位、 1i.溜水で洗浄した後.
乾燥.アイロンがけしたものの袋而に.所I処均した試験
布を縫いつけるのこのとき.図ー1に示すように肌苅と
ぷ験あとのIlIJにセロファンフィルムを挿むことにより.
外部からの汚れ物質が試験布に収着されるのを防ぐのま
た皮!付からの汚れ物質は，よ験イ¥iに収'tiされるが， -l';lは
皮li可と即Ll'のIiiJに脱/ft.飛散するか. または"式験布をJlfi
してセロワァンフィルムに収着されるのしかしこれはご
く微i止と忠われるので七本実験では24時間の必用後はぷ
験布のみを測定の対象とするの
取付けml1立とぷ験布の大きさをiJ¥すとつぎのようであ
る それぞれの被験者・は実験的に肌Jiを着用した上て.
取付け{立[(iを主主める ケースA及びケースBの佐官宅及び
ーli去は図ー 2に不す在日くである。
なおti用時.肌務の上に着る服装については夏冬共に
特に規制しないで季節に応じた服装とした。
.1i用後.取付けた試験布(;1:.直接手を触れないよう細
心の注立を払って肌着より取外し測定に供せられる。
ケースAにおいては.試験布は図ー 3に示された通りの
灰分に切り分け.それぞれの測定項目に供した。
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図-1 試験布の取付け方
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図-2 試験布取付け部位
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これよリつぎのような結果が得られた。
収，{jl(はいづれの成分とも男女l羽の差ははられない
51と冬の差について.CI収着主::は.当然の'f.ながら.
夏の)jが発汗~1ヵ、多いため.夏の)jが多 L 、 。 夏は平均1.
93mg/ lro-町 /24hr. 冬は平均0.56mg/ lro-~/24hr である
li白tt似.1'i祉は夏ーより冬の方が多<.夏は平均1.31mg/
10()rm' /24hr.冬は平均2.10mg/lOO:昨/24hrであった。この
原因として.冬の万か衣服益が多く.しかも皮1Mとの!空
機により.角質H・1 が争1)離しやすしそれが肌.1'íにつく 'J~
がJfえられる。
脂質収府批については.本実験ではF1冬のif.はみられ
ない。従米の報di:i13LlfE夏より冬の万が多いとする
もの.季節との聞に明瞭な関係が見いだせないとするも
のがあり.季節差についてはこ 、でもH月確なことは云え
なヵ、った
以上の3つの汚れ収着量を重hl比で比較すると.
変:CI:脂質 :蛋白質=0.07:0.89 : 0.04 
冬:CI・脂質 :蛋白質=0.02:0.92 : 0.06 
の知くなり . 脂質収蔚危が圧倒的に多い・I~が判る 。
花凹{也:肌.j"f一皮府系における汚れ収{fl止の変化
?
。? ?
3種傾の汚れ鼠測定位置 (背部試験布)
実 果結験
ト一一一一一
図-3
ケースB
夏期及び冬期に男子及び女チ被験台の各音sf，，:の"え験布
よりAi.l(された蛍li'l'l収恭訟は表-4'こ7J'す仰くであるの
また.夏冬走.fl位A.男虫:差について分散分析を行っ
た結*を表-5にポす。
これより次のような結果が得られた。
蛍il伎のffllf立別収 .1'i :誌において.特に~~ !，(のmはない。
flI1定日1にみると.図-4に示す如<.胸.脇1えび怜に
ついては夏冬の差はほとんどないが.ij1t;0;及ひ'It'孟冬の
収{i主tが非常に多くなり.冬の衣服1.(の1¥'l}Jnに伴う収機
の影容がこ、でもあらわれている
な.t:i.1t.怜が胸.脇に比べると長13'['(収，rrA(が多い
ことは.部位81)脂質収着量の報告別と頬似する。今後の実
験では背glを上半身の代表にとると.他の部位と比較し
て j.l(的にも. また予見節差からも充分な-il~.の資料を 1!，るこ
とが出米るようである。
日 長期着用実験
JUL.{jに似;(jする C111.月旨'fi1u:.蛋IJ1'i 1:のうち.脂質
1はがII:fli)的に多いことがIの実験によって判).った。もし
も肌泊が1Uてγ先必されることなく .Jx則にわたり泊片l
される時は.肌おがijl1質をとZ・2手する能))はどのようであ
ろうか J)L実には.老人.病人にはこのような事実はあ
リうることと忠われる。そこで脂質に注Hすることとし
て.長期1肌，{i々JIl時の脂質収;fi:止を経1変化と してとら
える実験を以ドのように行った。
言十
ケースA
変則及び冬期に.ツj子及び!友子被験者の背部のぷ験布
より定越された.CI収'{HJ:.脂質収着泣及び益I'fi収.1'{
i社は表ー2に示す世fIくである。
また、 各汚れJI~;(j 1止の夏冬~.男!，(差をみるため.分
散分析を行った結果を表-3に示す。
背部の出験布に収，('fしたcei注， 脂質量及
び蛋向質抵 (単位mg/l00cm2/24hr) 
性 j;l 虫、
A‘ ~IJ ce 脂宵 蛋白質 cB 脂質 t置白質
l 1.96 16.41 1. 26 0.84 14.31 2.55 
2 1. 47 14.59 1.74 0.39 21.60 3.22 
3 男 3.31 20.00 0.85 0.45 21. 43 0.67 
4 0.63 32.73 0.85 0.86 46.18 2.42 
5 2.41 33.73 1. 93 1.59 35.18 2.34 
いー 一一
平均 1. 96 23.49 1.33 0.83 27.1<1 2.24 
6 0.57 36.84 1.44 。 35.92 0.94 
7 2. 73 14.43 1.21 。 36.41 3.2時
8 !J; 2.53 22. 27 1.16 1.31 26.75 1 .97 
9 2. 37 15. 12 0.99 0.06 16.90 1 .97 
10 1.27 57. 67 1 61 。 57.33 1 .57 
同E 29. 27 1. 29 0.28 34.66 
表-2
函験実
( 3 ) 
試験布に収者したce量，脂質抵及び蛋白
質祉の分散分析結果(背部)
ce 1 脂質 量 蛋白質量
嬰 附
F 判定 F 判定 F 判定
季 節l:: 15.52 ・:・、 0.58 6.44 " 、
'Jl !J; ，t 0.77 1.∞ 0.29 
交If作用 0.49 0.01 0.17 
表-3
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表-4 各部i{立の肌若試験布の蛋白質収着量
(単位mg/lOO佃 '/24hr}
品 .，節 性別l 胸 脇 厳寓 衿 fj 
0.58 0.27 1.66 0.71 1. 26 
2 1.7<1 1.03 1. 57 1.97 1. 74 
3 
?J 
0.54 0.41 1.12 0.49 0.85 
4 0.41 O. 22 0.45 0.63 0.85 
5 2.02 1 61 1. 44 1. 66 1.93 一平均 1.06 0.70 1.24 1. 09 1. 3 3 一 反6 0.58 O. 81 0.85 1.03 1.44 
7 1.03 1. 12 1.16 1.35 1.21 
自
t: 
0.71 0.81 0.81 1. 16 1.16 
9 0.94 0.81 0.85 0.90 0.99 
10 
ト一一一
1. 03 O. 94 1.03 1.74 0.61 
平均 0.86 0.90 0.94 1.23 1.29 
l 0.67 0.67 3.32 1. 26 2.55 
2 1.61 1.16 2.73 1.26 3.22 
3 
男
0.54 0.67 1.70 0.41 0.67 
4 0.85 0.67 1.66 0.67 2.42 
5 1.35 1.16 2.11 1.26 2.34 
匝 1.00 0.87 2.31 0.97 2.24 ~ 
6 0.49 0.36 0.99 0.41 0.94 
7 0.77 1. 03 2.42 2.92 3.28 
B 
t: 
0.63 0.67 1.57 1.74 1.97 
9 O. 94 2. 15 2.55 0.67 1. 97 
片士 0.41 O. 32 1.03 1. 80 1.57 0.64 0.91 1.71 1.51 1. 95 
実験は以 l'に示すフログラムによって実施された。
1.被験者及び実験期間
被験!iは成人女子 l名で.年令22-1'.身長154cm.体if(
45kgである 実験期lHlt立前期 (昭和52年 7月-9月)及
ぴ後期 (52年10月-12月)の2期に分け.各期間内で.
後述するサイスの異なる 3憎の肌着について.各々‘波
紋-{j用口数を 1[1. 2 1:， 4日. 6日及び81:1問とし
各ケースは実験期間中に表-6に示すようなランダムな
~Iñrf: て・行っ た なお.着用期間中はMれも入浴を禁じて
いる。
2.試験布
Iの実験と同じものを用いた。
3.試験項目
桁質をつぎの3項目について定対する。
(1)所定の期lilJflf査の.式験布 (背部に貼布 後j主)
に収-{jした脂質を実験 Iと同僚の方一法によって抽出.定
日する。
(2) 必用後，(1)の試験布と接触していた皮腐の部分か
ら皮1<脂質を.I削妻カ ソフ法3.121によ って採取し定前す
る。すなわち.本実験で、(;t底面績25c肝ーの硝子製カ yブを
使用し.，1l1J定l'l'i1f.).の皮!討に当て.カ ッフの上口からピベ y
MU 
( 4 ) 
"' f-
表-5 試験布の蛋臼収者量の分散分析結来
喜善 図 φ V F 
q d‘& も (A) l 576. 1 16. 35γ 恥
部 位 但) 4 290.0 8.23・ち誌
?oJ !J: (c) l 。
A x B 4 4 4. 0 1 .25 
A x C l 58.8 1.67 
B x C 4 5 9. 4 1 .69 
A x B x C 4 19. 1 一
E 80 35. 2 
2.0ト
=コ 宜
主I 1.6 l1ZZZ2l 忽
E 
言l・2
芝1・0ト
冒t 0.8 
』
ぎ4E06 
当0.4
0.2 
lJj lJ lJ 
同 脇 験 時 廿
寓
図-4 試験布の蛋白質収者並
(部位別，季節別，被検者101奇の平均)
表-6 ;(f用実験プログラム
，拘 期 後 期
月 日 サイス C~:) 月 日 ザイズc:) 
7. 13-14 s (2) 10. 4 - 7 L (4) 
16-げ L (2) 10- 13 M (4) 
19- 24 M (6) 15-16 L (2) 
26 - 29 S (4) 17 - 24 S (8) 
8. 1- 8 L (8) 26 L (1) 
10 s (1) 29-30 s (2) 
11- 12 M (2) 11. 1- 6 M (6) 
14角-19 S (6) 8-15 M (8) 
26-31 L (6) 16 S (1) 
9. 2- 9 M (8) 18-25 L (8) 
1 L (1) 27 -JO S (4) 
12 M (1) 12 3- 4 M (2) 
13- 同 L (4) 7-12 L (6) 
17- 20 M (4) 14-19 S (6) 
22-29 S (8) 21 M (1) 
トて二エーテルを 2mtづ、 5回注入して脂質をt容解州出
する。
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43i，;ーに影字干のあることがみられるのみであるの
被験i'iは. iTimをアセトンfli.ひエーテルてdHJtした後
に肌I{iをI{f用した 消Fllijf査のぷ験イjiの取(.Jげ.取外し
に士、lするザ心、上のA.t!、は実験 Iに準ずる。また実験中.
肌I{iの上にi{iる1m裂についてのた立も実験 Iと同保であ
イE川fU!: J日L{子 皮)fj系における汚れ収rfjiIの変化
るの
実験結果
的矧及び後期について.l{i)jJ実験即1tlflrt'の1i1の被験
者の胸部からJl'iwlした皮表桁1'ricl:変化は図-5にぷされ
る。また.そのときのIULl{iに取千jけたぷ験布に収Ziした
1治資i1l及びぷ験布に接していた皮l内表面の桁1'1:止の値は
表ー7に示される。さて通常の皮桝KllIjの脂質量は‘エー
テルなどて1古拭脱脂すると.数時r.i1を経て安定した JL;の
状態にI足るから、13，1-"15，山本実験のように24時間1riに測
定した図-5 にぷす測定I~lは . その II の温熱環境や. 生
時的コンディシ ョンの変動なとをあらわに不していると
巧えてよいであろう。この凶によれば.I支炎脂質lp:1立H
によってかなりの変動を心している。その結果(;t. r~j. 
後期別.サイズ~IJ)えび荷IH IJ数別に 3JC配;41の分散分析
を行なうと.表-8の胸部皮<<脂質祉の側 (第 1<品1)に
示すようである。表によれば.前期1.後期のil!l定の間に
は布[忍走はないが.I{imした肌おのサイズ}!l.び1{(1l11数
を選定した時期については.イIぷな去を'1ミじ交7U1二用む
認められることから.本実験はti同日将をランダムに配
置したにも1'1らずf品り をもっていたことがわかる
以上の事実から表一 7に取す肌芯-IH!I¥の闘式験布JIXA削旨
t:式及び皮表脂質祉のぷhR1舶は.そのま 、では胸部の皮
h脂質1tにぶされるWIIIによる変動の;i3符を';1:けている
と与えられ.表-7にポされる第2l止び第3縦の伺l;tfUJ 
らかの形て中/IîJEする必要jがあると .I~I、われた
(3) 実験期Ilirl'の毎Hについて噌胸部の皮府をAllflと
接触させない係に保議しその皮表桁質をカ yフ法に
よって摘出し定制する。これは.皮Ilr排rH:W:が外環呪
及び被験名ーの体調によって変動するため.連続{i用実験
のj主'i'の.毎日の状態をあらわす口安として求めるもの
である 。 皮!何を衣服と t~触させないようにするため. 脂
質採取I副!'(より大きい同形の!亨紙存誌を，皮!内にかぶせ
て当て.料例'Rで悶闘の皮I内に固定した。以紙:存総の上
面i;tip紙lニ小イしをいくつもあけたものを貼りつけてあ
る。
(4) ぷ験布の取付け
試験;(fjの取引け依i百は.従来の報告川から皮脂tJ11l1i止
め多い背古1が選ばれたの背部は実験Iの結果から.mt'lt'J 
収Jむi止においても多<.また CI~:i.心抗21 も多い日111，/であ
る。式験布の大きさは12.5cm X lOcmとし.水fに2イl司並
べて‘セロファン 2枚を介して洗濯した肌1{1の実に縫い
つける。脂質f訟を定抗する際.ぷ験布1HIJのセロ77ンも
共に州出する。
肌フ告のサイズは3i.凶りに変化させて. .-i'flFl時試験布の
皮!何への常務!支を変fじさせた。'伴'， {jJ支は后問による肌必
布地の拡大が衣服圧と関連するので.月Il{t面傾およ大本を
0%. 15%.40%に調節した。 このj~Îは飢治才f用時に7ー
クされたlE円が脱衣後;R円に縮少されるほから計算さ
れ.これは肌Aiの横 1)1を縫いつめることによって得られ
るのなお.縫いつめた肌消の大きさは以卜.サイズS(40%
拡大されるものに M (15%に L (0%)とよぶことと
した。肌府の密治度と脂質収-:1il止との関係は，平尾12，に
よりモデル的に実験されているが，宥用実験についての計
測は米だ行われていなし、。僚かに花田川のl'!{舎の'1'1こ.Zi
用1:1数のJ哲JIlIこfrう皮1Mと肌_{1との際機同数のJ曽人ー が収
;， )目的/，川崎 ーー ・ー一一ー L・4 ーー 『・一一討 。イ 4 む川崎 一一司島一一切 勾 4
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表-7 胸部皮表脂質量と背部の試験布の脂質収.{J盆及び皮)!t:脂質量
三千
? ???
肌着 着用
lì~ JtlJ 後 期
胸 fil 1苦 釘l 胸 部 背 81 
+イズ 日数
皮:&脂質量 試験布胎質収-lI量 t主点脂質量 皮表脂質量 試験布脂質収着量 皮表脂質盆
1 4 60 1 .78 0.88 4 .76 2.81 1 .12 
2 8 36 4.82 3. 12 5. 4 2 4.28 1 .26 
s 4 7 68 7.78 5 04 6. 46 11 • 42 1.99 
6 4 .27 1 O. 54 3 90 8.32 19.88 2. 76 
8 4 5 7 11 . 33 3 80 6.40 22 .76 2.52 
1 4 92 2. 36 1 46 6.52 1.92 1. 46 
2 3. 88 2. 68 2 12 4 . 90 4. 30 1 • 1 2 
M 4 5.81 8.80 3 00 5.32 8.96 1 .79 
6 8 27 1 7. 53 5 08 4.65 10.25 1.76 
8 3.96 11. 0 4 3 52 4.59 13.96 1 .60 
l 4 72 1. 92 1 48 6. 44 1.82 1.08 
2 8.62 4 . 31 2 42 6.80 3. 04 1 .44 
L 4 5 73 8.85 2 16 4 .27 6. 14 1 . 14 
6 4 04 9.06 2 26 6.78 12. 33 2.54 
8 6 08 15. 38 4.78 6.20 17. 47 2.76 
表-8 三元配置分散分析結果
胸部皮表脂質畳 背郊の試験布の補正脂質収着量 背音器の補正皮表脂質量
要 因
F 判 定 F 判 定 F 判定
前 . 後期 (均 O. 446 57.22 、・~、・.父， 388.28 !、s災:1，、
サ イ ズ (B) 5.713 m※ 38. 34 Sむ S笠 1 1 .79 ※ 司長
着用 日数 (c) 3 .757 ※※ 2164.81 ※※ 123.69 ※※ 
A × B O. 634 57. 5 5 ※※ 9. 1 9 ※※ 
A × C 6.560 ※※ 36. 48 ※※ 28. 36 ※※ 
B × C 7.189 宅z※ 9.58 、~S‘.、・ ~:~、. 5. 43 ※※ 
ところで，花凶引の皮!内を衣服に触れさせないように
保護したときの皮表脂質訟の部位別測定によれば.胸部
と1'f部の脂質量は類似し他の部{立に比して向者の悶lに
はかな リ深い関係があることがみられる。そこで.胸苦1
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図-6 肌者以必脂質量及び皮表脂質i，t
の皮表脂質訟をt'f部の皮f首が保識されたときの皮1<脂質
量に比例する他と見倣すこととして.肌着上の試験布収
者脂質主t及び皮表脂質量を.それぞれ胸部皮炎新質量で
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図ー7 I汎刀収去脂質量及び皮 l~脂質i立
花田f色:1lJl者一皮J高系における汚れ収1J訟の変化 - 69ー
除した値を本実験の測定値の補正1在とする。この補正{胞
の前.後期思1].サイズ別計算値を.活用日数変化との関
係で表した結果は図-6.図ー7にポされるようになる。
また.これらの値を前、後期，8IJ. サイズ日1]及び活用日数
日IJの要因に分け.分散分析した結果は表- 8の第 2.第
3欄に示きれるとおりである。これらの結果からつぎの
ことが云える。
(1) 肌着に取付けた試験布の補正月R質量は.ji~. 後期
の差、サイズ差1えび活用日数にいちじるしい差が認めら
れる。着用日数が8日間迄長くなるに従い.補正脂質貨
は略々lfi線的に増加し. そのT'!i1J日誌には前期と後期との
IlJに&があリ.後期の}jが増加傾向がやや大きいようで
ある。サイズについては表-9に示すように，前期にお
けるし M及びSの)IIJ:tイ立と後期におけるL. M及びSの
順序が異なるが.後期はサイズの小さい花.脂質収若量
が多い結来;が示されている。前期は発汗などによる影斡
がこの11買を苦ししているのかも知れないが.被験者が l人
であるため理由はつけられない。
(2) 試験布に接していた皮膚表面の鮒ilE脂質長も前.
後期蕊サイズ差及び着用日数による差がポされる。着
用日数が8日間迄増大すると.皮表脂質主tも僅かながら
I曽大する傾向がある。 とくに前期と後期との問にL・ちじ
るしい差がみられ.前期 (7-9月)の万が後期(10-12
月)より大きい値を示した。
また，皮ぷ脂質量li. 肌新と接触しないように保設さ
れた皮膚J正面の脂質hl(胸)よりは小である。このこと
は補正伯ー が何れも1.0より小さいことからわかる。た U し
前期においては間もなく補正値が1.0に近づくことが推
察されるが.後期は{j用日数をなお延長しても10より小
さな怖で脂質量の増加が収飲するような傾向が縫祭きれ
る。
サイズについては前.後期との交E作用の結果を見る
と.表-9に見るように‘後期jには差がないが.前期で
は後期の約2f音級の大きいAのオーダでサイズ差のある
ことがみられ.サイズカf小さいほど皮表脂質祉は多い。
以上の結果から推定すると.長期HtJ肌着を務用す.ると.
夏は皮府耐の汚れが冬よりも多<.肌清に収着する脂質
i止は冬の方が夏よりも多い結果になる。
結 ぴ
目L泊lま人体皮膚表凶lから排iltされる物質と外環境に存
.(1する殴I丈などの汚れ物質を収{jして.皮膚の表面を清
浄に保つ役割をもっている。そのために肌着については
汚れをよく収着する対策と.一度び収消した汚れを洗濯
によ って再生する対策が研究されている。しかし蔚用中
の肌着は 1日中にとのような汚れ物質をどれだけ収消す
( 7 ) 
表-9 季節とサイズの交互作用結果
季節 咋イズ
背部の試験布のnt; 背部の皮表脂質
質収着宣の術正{直 量の筒正値
5 1 . 3 9 0.59 
出l M 1 .52 O. 5 7 
期 L 1 . 4 4 O. 46 
平均 1 . 45 0.54 
5 1 . 8 2 0.30 
後 M 1 . 6 2 O. 30 
具耳 L 1 . 36 O. 29 
平均 1 • 6 0 0.30 
るのか i皇統して着用したときどの{立まで収着しう るの
か‘済問中の汚れf止の多少は被服衛生学のM題と して重
要であるにか、わらず.充分に検討されていなかった。
本研究は皮膚哀ー函から排附されるCI.脂質及び蛋1'1質な
どの物質に注目して.それらが環境ー衣服一人!日1システ
ムの1'1'で.肌着にどれだけ収着されるのかを研究した。
研究は大別して 2つに分れ.つぎのような結果を得た。
ω 皮府表l自iから排iIせされる物質の 1l: ;1'，り肌泊への
収右訟について
(l) CI.脂質.ftil' 1 t'iの肌消への収治拡は男友の問に布
怠水準5%(以ド同じドl定，WI耐を行う )をもって差が認
められない。
(2) CIの肌務への収荷i，tは発汗の多い夏に多し、。また
蛍白T立の肌着への収若量は冬li:t¥服と1主f何とのl管僚が大
であるため冬の}jが多い。さらに脂質の肌着への収恭示ー
は変と冬の差が時‘1僚ではなし、。
(3) 3 t，唱の成分の肌荒への収精霊fit比を比較すると.
CI:脂質 :fi白質=0.07:0.89: 0.04 (夏); 0.02: 0 
92:0.06 (冬)となり.脂質の.fJI'i!止屯 111は大変に多い。
(4) fU白質の肌右への収済hlについて.身体の昔日付に
よる Æ迭を調べると~月と女の性差は認められず.胸.
脇，衿部の収蔚f誌は夏冬の走lまな L 、。しかし月i~;旬、 1'f青11
については冬の方が収若長は多し、。肢1窃，?干，怜li.胸.
脇よリも相対的に多いことが認められた。
(3) 肌着を長期間連続して清用したときの脂質の机，fT
への収;(j呈
(l) 肌着に収泊する1旨't'1Ii;n用1I数が消却lすると. 1([ 
線的にI曽大し.その傾向は季節によってや 、見る。その
とき着用する肌泊のサイズの~~，~(ま.夏1;1:発汗による彫
替で明瞭ではないが.冬はサイズが小なる位lほZii止が大
きくあらわれているの
(2) そのとき皮!何ぷ而に仔配する皮表脂質1止もお用 U
数をm大するに従いfもかながら増加する。肌，{iに接触し
- 70一 被
ている部分の皮ぷ肪質訟は11，"1に接触しない部分のそれ
よりは少<~は両首の差が少いが.冬は夏よリも差が
大である。なお肌着のサイスによる影響は冬については
ほとんどあらわれていないが.変はサイズが小さい侭脂
質i，tが多くあらわれている。
終リに.ノド~Jf究に当り.終始{卸M\切な御指導を賜わり
ました三平.flt肱教授、 ならびに記長内質汚れの定hlh法の
御指導と測定の便宜を賜りました皆川基助教授に心から
感謝しお礼申し l二げます。
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Summary 
We studied the quantity of their sorption into underwear， marking secretions from the surface of skin (chlorine. 
lipid and proteln materials) In man.c!othing-envlronment system. So far we did not fully examine the amount of their 
sorptiol1， of underwear wlthm wearing， a day， and maXlmum quanllties of sorption in continual wearing. Our 
study is divlded into two items 
仏) The amount of sorbing into und巴rwearof secretions from the surface of skin a day 
(1) in the amount of sorbmg into underwear of CI. Iipids and proteins. there is no dffference with significant 
level five percent， between male and female 
(2) the amount of sorblng mto underwear of CI is large m summer， because the sweating is profuse， and protems 
is larger In winter than m summer， because lhe friction betwcen underwear and skin is large in winter 
(3) the difference between the amount of sorbing into underwear of lipids is summer and that in winter is not 
remarkable 
(4) in the above three kmds of matenals， weight ratlO were as follows， CI : Iiplds: proleins=0.07' 0.89: 0.04 (in 
summer); 0.02 : 0.92 : 0.06 (tn winter)。
(5) we examined the difference by parts of body. of the amounts of sorbing inlo underwear of proteins. The 
amounts of sorbing into underwear of proteins is not dffference between is summer and in winter. The 
amount IS larger in the back， tn the armplt and in the neck than in the breast and in the side abdomen. And m 
the back and in the armplt there is some difference between in summer and in winter， in the amounts of ItS 
sorbing. 
日3) The amount of sorbing of lipids into underwear which IS long， continualy worn 
(l) in lhe amount of sorbmg of lipids into underwear increases nealy in linear， but there is di仔'erencewith slg. 
nificant level five percent between in summer and in winter. And the tendency of increasing of the amount of 
lipids sorption into underwear isfound on small sized underwear in winter 
(2) the amount of Iipids inlo th巴skinsurface shows increase linearlly， according to the increasc of th巴daysof 
worning. The amount m summer is twice or more as many as that in winter， but in both case. it is smaller lhan 
the amount of lipids on the skin surface of no contact with underwear 
(3) about the relation between the amount of lipids sorbed into underwear and that of lipids into the skm 
surface， both are almost in the ratio 2 : 1 in summer， but are in larger ratio In winter 
( 8 ) 
